
第３期 三芳町子ども・子育て支援事業計画（案）に対する町の考え方について 

 

町の考え方を下記の通りまとめましたのでお知らせします。 

パブリック・コメント案件： 第３期 三芳町子ども・子育て支援事業計画（案） 

担当課：こども支援課 メールアドレス：kodomo@town.saitama-miyoshi.lg.jp 

提出された意見の件数 ３９件（２名） 

対  応  状  況 下記の通りといたします。 

提出された意見等 対応方針 町の考え方 

本支援事業計画の参考となっ

た、アンケート調査結果、それ

に対する町の考え方を公表し

てください。これらは、公金で

実施されている事業でかつ、

事業計画策定にあたり重要な

資料です。加えて、次回事業計

画策定にあたり、前回との比較

する参考資料になります。 

 

ご意見ありがとうございます。 アンケート調査報告書は、役場

情報資料室等で公開しています

が、計画策定後は計画書ととも

に、町ホームページにも掲載を予

定しています。なお、アンケート調

査結果は、今後の子育て支援施

策等の検討資料として活用させ

ていただきます。 

本事業計画(案)は、日本語の

文章であるにもかかわらず、

多くのカタカナ語が存在しま

す。適切な日本語の専門用語

にするか、脚注や用語集を用

いて、本事業計画内でわかる

よう、日本人に理解できる平

易な日本語で説明してくださ

い。 

一部修正します。 

 

 

 

周知が必要な表現について

は、用語解説を作成いたしま

す。 

P.12（2）年齢別労働力率 

「男性の年齢別労働力率は、

平成27年から令和2年の間

に大きな変化はみられませ

ん」と書かれています。労働力

率は変わっていませんが、労

働力人口は平成 27 年と比

べ、令和 2年は 

30～34歳、35～39歳、40

～44歳は減少し、 

45～49歳、50～54歳、55

～59 歳は増加しています。

生産年齢人口が高齢化して

いることは明らかで、若手が

不足していることがわかりま

す。少子高齢化を念頭に、考

察を変更すべきです。 

 

原案のとおりとします。 保育の視点における労働力

率を考察しているため、原案の

とおりとします。 



P.15 6 第2期子ども・子育

て支援施策の成果 

施策に関する成果が記載され

ていますが、この総括・評価

（その施策は適性だったのか）

は誰が行っているのでしょう

か。その内容について、出典

根拠、詳細な結果を示してく

ださい。 

原案のとおりとします。 子ども・子育て支援施策の成果

については、内部評価を基に総

括を行っております。また、施策

の設定及び評価については、子

ども・子育て審議会にて審議を

行っております。 

 

P.17 第 3 章 計画の基本的

な考え方 

用語の取扱い 

基本理念、基本的視点、基本

目標の違いがわかりません。 

P.18に示されているような

図表を用いながら、それぞれ

どういう関連、階層があるか

等、わかりやすく説明をお願

いします 

原案のとおりとします。 基本理念については、計画全体

の理念（概念）を示したもので、

基本的視点は、計画推進におい

て考えるべき視点、基本目標は

子ども・子育て支援法及び次世

代育成対策推進法に基づき必

要となる項目別の目標となって

います。 

1 基本理念 

P.17の文章とP.18の図表が

どのように関連付けされてい

るのか、わかりません。 

政策 6 や重点プロジェクトと

は、どこから来ているのか、出

典を記載してください。 

第 1期・第2期子ども・子育て

支援事業計画とどういう関連

なのか、矢印だけではなく、簡

単な説明が必要です。 

 

原案のとおりとします。 政策 6 及び重点プロジェクトに

ついては、図にも示している「三

芳町第 6次総合計画」にて計画

しているものです。P17 に説明

しているとおり、町の最上位計

画である総合計画の施策の方

向性を踏まえて、第 1期・2期に

おける理念を継承しつつ、第 3

期計画の基本理念を設定して

います。 

P.19 2 基本的視点 

基本理念は「安心して子育て

できるまち 三芳」ですが、

基本的視点の視点 1が「子ど

もは尊重され、育つ力が伸び

ていく」となっています。本

来であれば、みんな、地域で

子どもを愛し、子育て家庭を

応援していき、その中で、子

どもは尊重されていくと思

います。視点 1から 3の順序

が適切ではないと思います。 

 

原案のとおりとします。 視点 1～3 については、重視す

る視点を示しており、順序によっ

て強弱があるものではありませ

ん。 

「児童の権利に関する条約」

や「児童憲章」は国際連合に

よる考えであり、視点 1は国

際的な基準を優先している

と見て取れます。ただ、日本

では、これら条約や憲章を条

件に「子どもが心身ともに健

やかに成長できる子育て環

境」を構築していく必要はあ

原案のとおりとします。 「児童の権利に関する条約」の

理念を反映した「こども基本

法」が施行され、国内において

子どもの権利の認識が大きく

変化しています。三芳町におい

ても「子どもの権利に関する条

例」を制定し、子どもの目線に

立ったまちづくりを推進して

おります。子ども・子育て支援



りませんし、必須項目でもあ

りません。むしろ、日本国憲

法、法令、条例が三芳町のま

ちづくりにおいて、先に適用

されるべきです。 

それらを十分に確認した上

で、優先順位の高い地域や家

庭、学校などの良好な環境が

整って初めて、家庭にとって

安心できる環境が構築され

ると思います。 

事業計画は子どもとその家庭

を支援する包括的な計画であ

り、地域の実情に応じて計画期

間中の必要な支援内容や施策、

教育・保育の整備について示し

ていますが、まちづくりにおい

ては、子どもの権利を尊重し、

子どもや子育て支援を行うこ

とが必要だと考えます。 

P.20 3 基本目標 

基本目標 1「こどもまんなか

社会」の実現のために 

「こどもまんなか社会」の詳

細でかつ、平易な日本語での

説明をお願いします。また

（1）子どもの権利の尊重と

ありますが、前段の説明、「教

育の充実と家庭や地域の教

育力向上を図ります」とある

ので、実際かかるのは（2）

～(5)の部分だと思います。 

（1）を含めるならば、思想

的や理念に該当する内容を

加味して、説明してくださ

い。 

 

一部修正します。 周知が必要な表現については、

用語解説を作成いたします。 

第 4章 子ども・子育て支援

施策の展開 

全般 

担当課等が、各課や複数課と

記載されているものが散見

されます。これでは責任の所

在が明確にならず、事業評価

を実施する際、どこが主管と

なるのか、不明です。実際の

主管課がどの部署、グループ

になるのか、○印等で簡単に

識別できるよう記載をお願

いします。 

原案のとおりとします。 全庁で取り組む施策は各課と

なっております。並列表記とし

て主管となる課名を記載して

おります。 

P.23 1 子どもの権利の尊

重 

下記用語は、比較的新しいも

のですので、日本人、老若男

女に対して詳細でかつ、平易

な日本語での説明をお願い

します。これら法律等の体

系・関係、略語（CFCI）の説

明もお願いします。 

「こども基本法」、「こども大

綱」、「都道府県（埼玉県）子

ども計画」、「市町村子ども計

一部修正します。 周知が必要な表現については、

用語解説を作成いたします。 



画」、「子どもの権利に関する

条例」、「日本型こどもにやさ

しいまちづくり事業（CFCI）」 

P.33 32 地域と連携した学

習支援と居場所づくりの実

施 

「関係機関と協力しながら」

とありますが、具体的な機関

を示してください。なお、他

にも関係機関協議を実施す

る旨が記載されています。こ

れに関しても、具体的な機関

を示してください。現在想定

している機関で構いません。 

原案のとおりとします。 子ども・子育て支援事業計画は

子どもとその家庭を支援する

包括的な計画であり、地域の実

情に応じて計画期間中の必要

な支援内容や施策、教育・保育

の整備について示しています。

そのため、個別具体的な名称は

記載していません。 

34 資料館活動の推進 

「ジュニア三富塾」の概要

を、用語集に記載してくださ

い。 

原案のとおりとします。 小学生を対象とした「三富開拓

地割遺跡」（三富新田）に関す

る地域学習イベントで、担当課

が行う事業名称です。 

P.37 2 安心して子育てが

できる生活環境の整備 

41 安全で快適な道路環境

の整備 

文章と、箇条書きが混在して

います。事業概要と、具体的

な施策を分けてわかりやす

く説明をお願いします。 

原案のとおりとします。 誰もが安心して快適に外出で

きる環境づくりとして、道路環

境の整備に取り組むものとな

ります。 

43 子どもの遊び場の環境

整備 

文章と、箇条書きが混在して

います。事業概要と、具体的

な施策を分けてわかりやす

く説明をお願いします。 

箇条書きには、遊具の安全点

検しか書かれていません。こ

れは、遊び場、公園施設の新

設、整備を考えていない旨な

のでしょうか。 

原案のとおりとします。 子どもの遊び場として公園等

の環境整備に取り組むものに

なります。 

３ 子どもの交通安全を確

保するための活動の推進 

P.39 47 子どもの交通安

全対策 

箇条書きに書かれています

が、グリーンベルトの設置

や、ゾーン 30 の検討はされ

ていないのでしょうか。 

原案のとおりとします。 子どもの交通安全対策として

ソフト事業に取り組むものに

なります。道路整備について

は、41 安全で快適な道路環境

の整備に含まれます。 

基本目標 ３ 地域で子育て

支援をするために 

１子育て相談・情報提供の体

制の充実 

P.42 55 子育て情報の提

原案のとおりとします。 町では、公式 SNSを活用してイ

ベント情報や町の情報等を発

信しております。今後も子育て

に関する情報を発信してまい

ります。 



供 

箇条書きに「SNSの活用」と

書かれています。子育て情報

の提供を今までしていなか

ったのでしょうか。もしして

いれば、早急に住民への周

知、この事業計画に URLを記

載してください。 

56子育て相談 

箇条書きに「相談体制の充

実」と書かれています。これ

は、具体的にどのような内容

を意味していますか？人員

を増やすのか、受付時間を増

やすのか等、具体的に記載し

てください。なお、他にも相

談体制の充実を実施する旨

が記載されています。これに

関しても、具体的な作業・施

策・行為を示してください。 

原案のとおりとします。 相談内容に応じて、必要な支援

につなぐことができるよう体

制を構築してまいります。 

60 子育てに関する総合支援

窓口 

箇条書きに「的確な情報提

供」と書かれています。この

情報は、具体的にどのような

内容を意味していますか？ 

原案のとおりとします。 計画期間中に行われた制度改

正や支援情報など、子育て期に

必要な情報発信をしてまいり

ます。 

２地域における子育て支援

サービスの充実 

P.44 子育て支援センター

機能の充実 

箇条書きに「子育てグループ

の支援」と書かれています。

この情報は、具体的にどのよ

うな内容を意味しています

か？ 

原案のとおりとします。 子育てグループが必要とする

支援を講じ、子育ての孤立感を

防ぐ取組を検討してまいりま

す。 

64 乳児等通園支援事業 

「働き方やライフスタイル

に関わらない形での」と書か

れています、このライフスタ

イルの意味がわかるように

カタカナ語を使用せず、説明

をお願いします。現在は、ど

ういう意味なのか不明です 

原案のとおりとします。 一般的な表現は、そのまま用い

ています。 

68 図書館における児童図

書蔵書の充実 

文章の意図がくみ取れませ

ん。目的と手段、行動がわか

るよう、一文を短くする等、

わかりやすく説明をお願い

します。 

原案のとおりとします。 図書館における児童図書の充

実を図るもので、「よみ愛・読書

のまち」宣言に基づく取組となり

ます。 



68から 72 

担当課等が公民館や図書館

となっています。イベント開

催は公民館や図書館だと思

います。しかしイベントの企

画運営は子ども支援課など

の町の事業課だと思います。

公民館や図書館の職員が企

画運営までするのでしょう

か。ご確認ください。 

原案のとおりとします。 各イベントの企画・運営について

は、各担当課・所・館が実施して

おります。 

77 保育施設等の充実 

箇条書きに「保育施設等の環

境整備」と書かれています。

この情報は、具体的にどのよ

うな内容を意味しています

か？内装を変えるのでしょ

うか？設備増強を行うので

しょうか？ 

他にも環境整備を実施する

旨が記載されています。これ

に関しても、具体的な作業・

施策・行為を示してくださ

い。 

原案のとおりとします。 藤久保地域拠点施設整備に伴

い、藤久保地域にある学童保育

室、子育て支援センター、ファミ

リー・サポート・センター、児童館

の整備を行うものです。 

その他 

アンケートに質問に「土曜

日・休日や長期休暇中の「定

期的な」教育・保育事業の利

用希望について」で、回答数

の 2 割弱は土日祝実の定期

的な教育・保育事業を利用し

たい、長期休暇期間中の教

育・保育事業の利用希望は 6

割程利用したいと書かれて

います。 

病児・病後児保育施設は

27％が利用したいと書かれ

ています。 

私用、親の通院。不定期の就

労等の目的での事業の利用

希望は 45％です。 

泊まりがけのショートステ

イの利用希望は約 15％でし

た。 

これらの需要が、事業計画に

十分に反映されていません

でした。需要があれば、計

画・制度設計の実施をお願い

します。 

ご意見ありがとうございます。 地域の実情とニーズを鑑み、今

後検討を重ねてまいります。 

３子育て支援のネットワー

クづくり 

78 子育てネットワークづ

くり 

子育てネットワークと子育

原案のとおりとします。 子育てネットワークは地域全体

の子育てグループの交流を示

し、子育てグループは個々のグ

ループ活動を示しております。 



てグループの違いは何でし

ょうか。同意であれば、文言

の統一をお願いします。 

４ 子育て家庭への経済的

な支援 

「安心して子育てできるま

ち 三芳を」謳うのであれ

ば、経済的状況や父母の就労

状況にかかわらず、経済支援

を積極的に行い、基本目標の

順位も一位にすべきです。 

ご意見ありがとうございます。 子ども・子育て支援事業計画は

子どもとその家庭を支援する

包括的な計画であり、地域の実

情に応じて計画期間中の必要

な支援内容や施策、教育・保育

の整備について示しています。

基本目標の記載順が優先順位

ではありません。必要な支援が

必要とする子どもやその家庭に

届くよう示しております。 

第５章 

幼児期の教育・保育及び地域

の子ども・子育て支援事業の

提供体制 

共通 

国の指針に規定された方法

で見込み量を算出していま

す。参考資料で、計算過程を

添付願います。 

ご質問ありがとうございます。 参考資料は用いませんが、国の

手引き等を活用し、ニーズ量を

算出、教育・保育事業等の利用

実績を反映した上で各事業量

を算出しています。利用実績

は、第 2期計画期間各年度の最

大値の利用率を基礎とした見

込み量を独自に算出し、これら

を基に総合的に考慮して、次期

計画の各事業量を見込んでい

ます。この結果を基に、審議会

で検討を重ね、量の見込みを算

出しております。 

１ 子ども・子育て支援サー

ビスの概要 

「子どものための教育・保育

給付」と「地域子ども・子育

て支援事業」の違いを文章で

説明してください。 

【新規】の意味を説明してく

ださい。 

ご質問ありがとうございます。 「子どものための教育・保育給

付」とは、認定こども園・保育

所（園）・幼稚園等を通じた共

通の給付である「施設型給付」

と、小規模保育等に対する「地

域型給付」により、市町村の確

認を受けた施設・事業の利用に

当たっておこなう、財政支援の

ことです。 

「地域子ども・子育て支援事

業」とは、市町村が地域の実情

に応じ、市町村子ども・子育て

支援事業計画に従って実施す

る事業のことで、19 事業が該

当します。 

【新規】とは、令和４年改正児

童福祉法の施行及び令和７年

改正子ども・子育て支援法等の

施行に伴い、地域子ども・子育

て支援事業として新たに創設

された事業のことです。 



２量の見込みと確保方策に

ついて 

「国の手引き」の正式名称

を、記載してください。 

一部修正します。 正式名称が「市町村子ども・子

育て支援事業計画における「量

の見込み」の算出等のための手

引き」及び「第三期市町村子ど

も・子育て支援事業計画等にお

ける「量の見込み」の算出等の

考え方」と長いため、第２期計

画と同様に「国の手引き」と省

略しますが、「用語解説」に正

式名称を掲載します。 

３幼児期の教育・保育の量の

見込みと提供体制確保の内

容と実施時期 

無償化の定義を説明してく

ださい。食事代が有償であれ

ば、一般通念上、保育に関わ

る経費は無償ではありませ

ん。（もし仮に法令上保育料

と食事代で区別しているの

は、それは法令上の話であり

ます。本案は一般住民に対し

て説明することを念頭に、万

人に理解できる説明をお願

いします。）費目別に、有償・

無償の区別をつけてくださ

い。 

原案のとおりとします。 「幼児教育・保育の無償化」と

うたう際の「無償化」とは、幼

稚園・保育所（園）・認定こど

も園等の“利用料が無償”とい

う意味となります。保育所（園）

等の延長保育料のほか、施設か

ら実費として徴収されている

費用（行事費、食材料費、通園

送迎費など）は、無償化の対象

外です。住民に対しては、丁寧

に説明等を行ってまいります。 

P.79 

「母子保健型」と「こども家

庭センター型」の違いがわか

るように、説明してくださ

い。 

ご質問ありがとうございます。 「母子保健型」とは、保健師等

の専門職が、妊娠期から子育て

期にわたるまでの母子保健や

育児に関する様々な悩み等に

継続的に対応し、支援を行うも

のです。 

「こども家庭センター型」と

は、母子保健機能と児童福祉機

能が一体となって妊娠・出産・

子育て期にわたり、虐待への予

防的な対応も含め個々の家庭

に応じた支援を切れ目なく対

応するものです。 

P.90 多様な主体が本制度

に参画することを促進する

ための事業 

多様な主体が何かを説明し

てください。 

ご質問ありがとうございます。 支援事業の円滑な実施に向け、

事業の拡大を図ることが必要

な保育所（園）や小規模保育事

業、認定こども園をはじめ、一

時預かり事業や地域子育て支

援拠点事業などの地域子ど

も・子育て支援事業に新規参入

する事業者であって、市町村に

おいて支援が必要と認めた事

業者のことで、例として、民間

事業者（幼児教育・保育、学習

塾等の運営をする企業等）、NPO

法人や社会福祉法人、地域コミ

ュニティや住民団体等があげ



られます。 

P.91（14）子育て世帯訪問支

援事業 

委託先を NPO 法人等と想定

していますが、NPO法人が筆

頭である理由を教えてくだ

さい。NPO法人は一般企業よ

り、財務基盤が脆弱であり、

企業の存続、持続性が一般企

業より弱いです。加えて、従

業員の安定性も確保できま

せん。それであれば、財務基

盤を整えており、財務諸表の

作成、決算を実行している一

般企業の方が適正ではない

でしょうか。 

 

一部修正します。 子育て世帯訪問支援事業の委

託については、様々な事業所が

想定されるため、「事業所等」

に変更致します。 

P.95 5 教育・保育と地域

子ども・子育て支援事業等の

提供にあたって 

（2）質の高い教育・保育に

かかる基本的考え方とその

推進方策 

家庭教育アドバイザーを配

置するのではなく 

⚫ 住民が要望している保

育園や幼稚園、保育サ

ービスへの十分な予算

配分 

⚫ 保育園や幼稚園、保育

サービスに関わる職員

への手当 

⚫ 幼児保育・保育の質を

上げるためには、保育

園や幼稚園、保育サー

ビスに関わる現場職員

へのヒアリング、住民

へのヒアリング 

町はこれら意見、ヒアリング

結果を十分確認し、反映する

仕組みが必要です。 

ご意見ありがとうございます。 ご意見として承りました。 

第 6章 計画の推進 

1 計画の進捗管理 

「部門横断的な進行管理会

議の設置」と書かれていま

す。この会議の規約や構成

員、計画の進捗管理を具体的

にどのように行うのか、図表

を用いて示してください。

原案のとおりとします。 図表は用いることはしません

が、子ども・子育て審議会にお

いて進捗を図るとともに、行政

評価外部評価委員会において

事業の評価も行っております。 



町、町議会、審議会との関係

性も含めてください。 

 

第 2 期は関係する住民にア

ンケートを実施し、その内容

を反映することで途中見直

しをしました。5 年間の間

に、どういう動きがあるの

か、バーチャートを用いて工

程表で説明してください。 

ご質問ありがとうございます。 図表は用いることはしません

が、制度改正等の国の動向や町

の実態、施策の状況等を勘案す

るとともに、子ども・子育て審

議会のご意見も伺いながら、必

要に応じて見直しは検討して

まいります。 

【P55「7 障がい児や発達の

遅れのある子どもへの支援

の充実」障がい児の福祉サー

ビス利用に関する相談事業

の実施発育・発達相談の所な

ど】 

令和 6 年度障害福祉サービ

ス等報酬改定で高次脳機能

障害支援体制加算（障害児相

支援）が新設されたことを受

け高次脳機能障害を有する

障害児への相談支援体制を

整備していくことを施策と

して位置づけてください。 

ご意見ありがとうございます。 障がい児支援につきましては、

障がい児支援を実施する課と

連携し、子どもにとって最善の

利益を念頭において検討して

まいります。 

【P55「7 障がい児や発達の

遅れのある子どもへの支援

の充実」の所】 

「強度行動障害や高次脳機

能障害を有する障害児に対

する支援体制の充実」という

施策を位置づけて下さい。ま

た、次期の障害児計画におい

ては、国の基本指針に即して

「強度行動障害や高次脳機

能障害を有する障害児に対

する支援体制の充実」といっ

た施策を位置づけて、強度行

動障害や高次脳機能障害を

有する障害児への支援を計

画的に実施していって下さ

い。 

ご意見ありがとうございます。 障がい児支援につきましては、

障がい児支援を実施する課と

連携し、子どもにとって最善の

利益を念頭において検討して

まいります。 

 

 


